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対象畜種

肉牛

協議会構成員

畜産農家、耕種農家、菊池地域農業協同組合、菊池市、
合志市、大津町、菊陽町、熊本県菊池地域振興局　等

供試品種

ヒノヒカリ　　11.0ha
ニシアオバ　　 1.0ha

飼料用米生産面積

12.0ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は組織に限定した
栽培。
◆収穫物は協議会指定の乾燥施設に全量集荷。
◆ＪＡ倉庫から畜産農家へ直送。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）
試験設計：配合飼料に約20％配合。

肥育牛に対して出荷までの90日間給与。
調査項目：牛肉の脂肪酸組成

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米給与牛の試食検討会（関係者向け）
◆飼料用米給与牛の試食宣伝会（一般消費者向け）等

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■生産現場において、食用品種との混入を防止するために
は、刈り取り時期を遅らせることが有効と思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われます。例えば、カントリーエレベ
ータでの低温保管を行うことが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、カントリーエレベータを整備する必要が
あると思われました。
■配合や給餌での省力化を図るためには、飼料工場での製
造が可能となるようまとまった量の生産と利用の体制を
整える必要があると思われました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■家畜の嗜好性は良好であると感じられました。
■発育に差はありませんでした。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与牛肉がおいしいとの意見が出されました。
■オレイン酸や不飽和脂肪酸の割合が高まる傾向は確認で
きませんでした。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼料用
米を給与するという取組の意義（国産飼料であることや、
水田の維持ができること等）から、食味（おいしいとの
評価）に至る、全体の流れについても、非常に高い関心
を得ています。
■ＰＲ活動の中では、特に、一般消費者からの意見が参考
になりました。
たとえば、
・減反はもったいないので米をいろんな事に利用すべき。
・価格が難しい。
・特にインパクトを感じないのでアピールに工夫が必要
では。 など。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■耕種側と畜産側の需給調整の前に畜産物を差別化した安
定的な流通体制の整備に莫大なエネルギーが必要である。
■配合飼料の代替として生産価格と購入価格について折り
合うことが不可能であり、生産物への経費転嫁ができる
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